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□

「バックオフィスへのRIA提供」

アジェンダ

1. 概要
Å 背景

Å ゴール

Å 体制

2. プロジェクト進行
Å スケジュール概要

Å 要件定義フェーズ

Å 仕様検討・設計フェーズ

Å 開発フェーズ

3. 実装結果
Å 構造

Å デモ

4. まとめ
Å 成果と課題（全体）

Å 課題（ツール・環境）

Å 今後に向けて

アジェンダ
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1. 概要
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□

「バックオフィスへのRIA提供」

背景

Å 問題点
ï 過去に構築したオンラインショップの管理画面はHTMLベース
ï 一つの流れの作業が複数の画面に渡り、分断されている

ï 熟練者でないと理解しにくい構造

Å 新しい要望
ï デザインリニューアルによって商品情報の構成が変更されるため管理画面の改修も必要となる

ï オンラインショップ業務を少しでも省力化するため、商品情報更新の作業を改善したい

ᾖ 既存の管理画面を変更するのではなく、現状の課題を解決しつつ作業効率の良いイン
ターフェースへ改修する方向へ

ï 別な視点
Å 一般ユーザー向けウェブサイトでも Flash などによる RIA を利用していきたいが、ニコン様にとって経験や
事例が少ないので導入への判断が難しい

Å まずは管理画面でその有効性を確認する

1. 概要

Flash化

※Flashしか選択肢がなかったわけではないがニコン様、
トランスコスモス様共に RIA（中でも Flash）に理解があ
り、かつ興味を持ってもらえたので導入に踏み切れた。




